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していると考 えられる。一方,選別で解決できない部

分 として,施肥量 (法 )間における完全米での透明度

の違いは完全粒一粒一粒の透明度の違いに起因 してい

ると考 えられる。追肥裁培や多1巴栽培による着粒籾数

の増加は,単 に青米,茶米,乳自米等の光線透過性の

劣る米粒の増加だけでなく,完 全粒―粒一粒の透明度

をも劣化 させるものと推察 される。

4 要      約

刈取時期月1の 試料玄米について透明度 を測定 し次の

ような結果 を得た。

1 品種,施肥法および刈取時期に違いが認められ

た。 しか しながら,刈取時期による透明度の違いより

品種,施肥法による違いが大きく,透明度の向上には

単に刈取時期だけでは不充分である。

2 透明度の刈取時期での推移は,品 種,施肥法 ,

年次にかかわ らず,出穂後 ある時期まで上昇 しその後

下降 とい うほぼ一定のパターンを取る。

こ 同一品種では,施肥量 を増加するに従い透明度

は低下する。また,施 肥量 を増加することは,完全粒

一粒一粒の光線透過性をも劣下させ,完 全米の透明度

を低下させる。

4 検査等級 と透明度は非常に相関が高い傾向にあ

る。 しかし,品種,施肥法による測定幅については充

分検討する必要がある。
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1ま え が き

水稲の刈取 り時期は,収量な らびに品質から見て極

めて重要であるとされているが,刈取 り適期の判定に

ついては,従来,出穂後 日数,出穂後の積算気温 ,青

籾の残存程度,枝梗の黄化程度により判定する方法等

があるが,そ れ らの判定基準については必ず しも明確

にされていない。特に,闘場観察による合理的な判定

基準が確立 されていない。そのため産米改善 という立

場から回場において簡易的に刈取 り適期 を判定する方

法 を得るため,水稲の登熱過程 を解析 し,収量,検査

等級,米粒構成等 を把握 しながら昭和 47～ 49年 の 5

カ年間検討 し,籾 の黄化歩合か ら刈取 り適期 を判定す

る方法の基準が得 られたので,そ の結果の概要を報告

する。

試 験 方 法

1 供試品種 ;レ イメイ,む つあさひ,ム ツニシ

キ

2 育苗法 ;ト ンネル式畑苗

3 播種期 ;47年 は 4月 12日 , 48・ 49年 は

4月 10日

4 田植期 ;47・ 48年 は 5月 19日 , 49年 は

5月 20日

5 栽植密度 ,24"X45",2Z8株 /″, 1

株 2本植え

6 施肥法 施肥量 :第 1表 に示す。

フ 調査方法

(1)調査株の選定 :予 め株ごとの出穂期 を記録 して

おき各調査時期に 10株刈 り取 り, その中から平均穂
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第 1表 施1巴法 と施I巴量 (N的 /a)

施

肥
法

A B

47

表
層
追
肥

レ イ メ イ

むつあきひ

ムツニツキ

07+02

07+02

07+02

0,+02

09+02

09+02

10+02

10+α 2

10+02

07+02

0フ +l12

0フ +02

層
追

肥

レ イ メ イ

むつあさひ

05+04

115+04

06+06

06+α 6

06+05

06+05

05+04

05+04

注.Aは 火山灰土壊で漏水の激 しい (1

壊 で漏水の少ない地力の高い圃場。

追IEは 出穂 35日 前実施を目標。

重に近い 4株 について調査 した。

(, 抜き取 り時期 :出 穂後 25日 か ら5日 おきに 65

日までの
'時

期

(3)収量調査 :出穂後 40日 ,50日 ,60日

3 試  験  結  果

` 
刈取 り適期

刈取 り適期は,結果的には収量 と品質 (見 かけの品

質 )か ら決められる。第 1図 に出穂後 日数 と整粒歩合 ,

収量,検査等級,被書粒歩合の動 きを示 した。 3カ 年

日約 10οπ)地 力の低い圃場,Bは 火山灰土

追肥時期 :表 層追肥は出穂 25日 前, 深層

ともほぼ同 じような傾向が見 られたので,そ の代表 と

して昭和 49年 の結果のみを掲載 した。 収豊から見た

場合,3カ 年とも出穂後 40日 以降 に最高収量の時期

があり,最 高収量の95,(5チ はほぼ 5t9/a)の 期

間を刈取 り適期とすると,そ の出穂後到達 日は第 2表

の収量から見た刈取 り適期に見られるように,品 種 ,

施肥法,固場,年次により若千の変動が認められる。

収量から見た品種の傾向は,ム ツ‐シキンむつあさひ

>レ イメイの積に刈取 り適期が早 く,ま た,施肥法に

ついては,深追区が表追区より遅 く,特に,むつあさ

ひでは深層追 1巴 により0～ 5日 程度遅れている。厳場

については,地方の低い圃場Aは地力の高い圃場 Bよ

り0～ 3日 位早 く刈取 り適期に到達 している。年次に

ついては, 出穂後 40～ 60日 間の収量の差が少ない昭

和 47～ 48年は昭和 49年 より早 くなっている。

品 質については, 登熟歩合, 検査等級, 米粒構成

〔整粒歩合,被害粒 (茶米粒+奇形粒 )歩合,腹自粒

歩合,心 自粒歩合,未 熟粒歩合,活青粒歩合,青未熟

粒歩合,死米歩合 〕を調べた。その中で登熟歩合は整

粒歩合 とほぼ同じような傾向を示すが,未 熟粒歩合 ,

活青粒歩合,青未熟粒歩合,死 米粒歩合は整粒歩合 と

はほ逆の傾向が見 られ,ま た,腹自および心白粒歩合

は,刈取 り時期による差が認められない。米質から見

た刈取 り適期は,検査等級を主体に整粒歩合,被害粒

歩合で求めるのが合理的 と見られるが,検査等級で見

た場合,ほ ぼ出穂後 40日 ころから等 級の上昇カープ

の変動が少な くなり,そ の後, ピータを過 ぎると遅刈

りするほ ど等級が低下する傾向がある。深追区は表追

区よりその時期がやや遅 くすれている。各品種ごとに ,

最高等級からはぼ 1等 級以内の範囲を刈取 り適期 とす

ると,ム ツニツキが早 く到達 し,次 いでむつあきひ
,
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第 1日 出穂後 日数 と整粒歩合・ 被害粒歩合・検
査等級・収量 (昭 .49年圃場 A表追区 )

注.検査等級は 18mの節で飾ったもの。整
粒歩合・被害粒歩合は不稔粒 を除いた全靱
数に対する割合。

太線は各要因のメ」取 り適期範囲を示す。
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レイメイの願で,そ の適用幅 はムツニシキ,む つあき

ひに比ペ レイメイが短 くなっているが,施肥法の違い

による差は明らかでない。第 1図 において,整粒歩合

の急 カープがゆるやかになった日から,ま た,被害粒

歩合 が 4¢位 (被 害粒の発生が多い レィメイで6%位 )

に達する日までを刈取 り適期としたとき,そ の出穂後

到達 日はムツニシキが早 く,次 いでレイメイ,む つあ

さひとな り,そ の適期幅は,ム ツニツキ>む つあさひ

>レ イメイ,深追区>表追区の順に長い。

出穂後 日数で見たメリ取 り適期到達 日は3カ 年ともムツ

ニシキが早 く,次いで,むつあさひ, レイメイの順に

なり,表追区が深追区よりやや早い。適期幅について

も,ム ツニシキが長 く,次いでむつあさひ>レ イメイ

の順 となり,深追区が表追区より被害粒の発生が遅い

ので長 くなっている。

2 刈取 り適期の簡易的判定

刈取 り適期 を簡易的に判定するため,目 安 として籾 ,

校梗,穂軸,穂首,上位 5葉の黄化程度について調査

し,そ の結果を第 2図 に示 した。刈取 り適期到達 日に

おける各要素について見 ると,葉については,黄化程

度による判定が難 しく,穂首については未黄化～黄化

始めのころに当たる。穂軸,枝梗については各穂の個

体差があり,観察の容易な点からも靱で見るのが最も

良いと見 られる。この籾 の黄化程度 と前記求めた刈取

これは,5カ 年ともほぼ同様の傾向が見 られ,検査

等級の動きともほぼ一致 した。以上の点から,刈取 り

適期は各年次 とも整粒歩合のカープが急上昇から横ば

いないしは漸増傾向になる時期 より以降,被害粒歩合

が急増 し始める時期までとし,検査等級の動き,光 沢

などの形質の動きを見て決定 した。収量および品質か

ら見た刈取 り適期 を総合評価 して,各品種ことに良質

米生産のための刈取 り適期を求めたのが第 2表である。

注.( )内 の数字は上段が収量から見た刈取 り適期,下段は品質から見た刈取 り適期の範囲。

刈取り適期到違日
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第 2図  出穂後 日数 と靱・校梗・
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第 2表  刈 取 り適 期 (出 穂 後 日数 )
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第 3表 刈取 り適期到達 日における籾ならびに枝梗の黄化程度および出穂後積算気温

二肥法
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り適期 を照合 した結果,刈取 り適期到達 日における籾

の黄化は第 5表 に示す とお りである。 これによると全

籾の黄化程度は昭和 48年 は高温多照の年のため 80¢

以上の黄化 (む つあさひは ,0¢ 以上の黄化),昭和 49

年は地方の低い圃場 Aの 表追区でレイメイ,む つあさ

ひが 70,以 上,ム ツニシキならびに深追区は 60%以
上の黄化時期に当た り,地 力の高い圃場 Bは 圃場 Aよ

り10¢ 位低 くなっている。これらを総合的に見ると
,

全籾のほぼ 70～ 80%の 黄化時期になるが,出 穂以後

高温な年は 10%以上高 く, 地方の高い圃場および深

層追肥等の総籾数の多い場合は 10%位 低 くなってい

る。枝梗では,昭和 48年 が一穂の%～%位 の黄化で

あったが,昭和 49年はほぼ%～ %程度の黄化時期 と

なっている。また,各年次ごとに刈取 り適期到達 日に

おける出穂後演算気温 を見たのが第 3表 である。昭和

4フ 年は平年並,昭和 48年 は高温,昭和 49年はやや低

温の年であったが,3ヵ 年間を平均すると,ほ ぼレイ

メイ表追区で
'30℃

,むつあさひ表追区で
'10C,ム

ツニシキ表追区で880c, レイ メイ深追区で
'50℃

,

むつあさひ深追区で
'40℃

前後か ら刈取 り適期 となっ

ている。

4 ま   と  め

刈取 り適期到達 日の簡易判定方法 としては,品種 あ

るいは栽培法 の違い等で一様でないが籾 の黄化程度で

見ることができる。出穂後 40日 ごろ, あるいは出穂

後積算気温で
'00℃

前後 を目安にし, レイメイ,むつ

あさひでは全籾のア0～ 80%が完全黄化 した時期,ム
ツニシキでは 60～ 80,が 黄化 した時期が刈取 り適期

と見 られる。なお,低温の年,地力の高い圃場,深層

追EEI栽 培等の条件下ではこれより約 10“位低 く, 逆

の条件下では約 10¢ 位高い時期が刈取 り適期 に相当

する。また出穂以後高温の年では,校梗の%～ %位
黄化の時期が刈取 り道期判定の補助的な目安 となる。


